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文

近年、文イヒや歴史的事項に関する市民の意識は、少しずつその高まり

をみせてきており、新しい都市像を育むなかで、それらの資源を積極的

に取り込もうとする傾向が生まれようとしている息吹を感じます。

埋蔵文化財の発掘調査は、仙台城下町時代以前の歴史を解FtBす るのに

積極的に貢献する方法として不可欠な手段といえますし、また徐々にで

はありますが、その大切さにつぃても理解が深まりつつあることは大変

意義深いことと考えます。

ここに報告する内容も、昭和61年度実施した発掘調査の成果の公開で

あります。この内容にも表われていますように、新しい史実として受け

とめられるような事柄も顔をのぞかせています。こうした調査に関しま

しては、多くの市民の方々や有識者の御支援があつてのことと深く感謝

を申し上げる次第です。文化財保護行政はどうしても市民のこうした理

解があつてこそ成り立つものと考えます。毎日毎日の変化の激しい昨今

ですが、精一杯頑張りたいと思います。今後の皆 様々の御指導、御支援

を切にお願い申し上げ、刊行のご挨拶といたします。

昭和62年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎



例 口

1.本書は、昭和61年度国庫補助事業の緊急遺跡範囲確認事業に伴 う「仙台平野の遺跡群」の

発掘調査報告書である。

2,本書の作成は、次のとおり分担 して行なった。

本文執筆…………………松本清―・結城慎―・木村浩二

遺構実測図 トレース・……結城・鈴木雅文

遺構写真・………………・・結城・松本

遺物写真・…………………木村・高橋義明

遺物採拓・…………………赤井沢進 。赤井沢千代子 。小野寺 雄

編  集…Ⅲ………………結城・松本

3.本書中、郡山追跡の調査報告は略報とし、詳細については、仙台市文化財調査報告書第96

集「郡山追跡Ⅶ～昭和61年度発掘調査概報」の中にまとめた。

4.本書中では「富沢水田遺跡」を「富沢遺肋」と改称して呼称している。これについては、

昭和62年 3月 20日 付で、宮城県教育庁文化財保護課へ文書にて届出している。

5,本書中の上色については「新版標準土色帖」 (小山・佐原 :1973)を 使用した。

6.本書中で使用した地形図は、建設省国土地理院発行の 2万 5千分の 1「仙台南西部」、仙

台市仙塩広域都市計画図 2千 5百分の 1、 5千分の 1である。

7.実測図中の水糸高は標高で示してある。

8.実測図中の方位は磁北に統一してある。これは、仙台では、真北に対して西偏 7° 20/で あ

る。

9。 本調査は、昭和61年 5月 に着手し、昭和 62年 3月 に終了した。
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I.調査計画と実績

仙台市内には、現在400箇 所 を越 える周知の埋蔵文化財包蔵地がある。これらは、私達の祖

先が残した貴重な文化遺産であり、過去の人間の生活の証でもある。この文化財 を保護し、市

民生活の中で活用しながら、後世の人々に伝えていくことは、私達の責務と言えよう。

ところで、この周知の埋蔵文化財包蔵地に関わる開発等の届出件数は増加の一途をたどって

おり、今年度は400作 を若干越えそうである。そこで、当教育委員会では、上記の届
。通知の一

部等について、昭和56年度から国の補助を受けて「仙台平野の遺跡群」の発掘調査を実施 し、

市内の遺跡の範囲確認、性格究明を行なってきた。

今年度は 4遺跡 8件の調査を下記のとおり実施 した。

1.目  的 個人住宅の建築に伴 う発掘調査及び重点遺跡の範囲確認、性格究明の調査

2.調査面積 734∬

3.調査体制

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育委員会文化財課調査係

(課長)早坂春―  (係長)佐藤 隆  (主事)結城慎―・金森安孝

(教諭)松本清一

同課管理係

(係長)佐藤政美  (主事)岩沢克輔・山口 宏  (技師)桑島栄男

調査協力 (曹洞宗国分尼寺住職)月 枝ヽ仙涯

調査・整理参加者 大友義信 。小野寺雄・小林 充・山田 太・佐藤浩道・庄子信哉・

小山羊右・鈴木正道 。赤井沢千代子・赤井沢 進・鈴木雅文 。鈴木 進・樋

口 敦・片平聖―・小国和男・高橋義明・桜井 乾 。千葉 ―・糸谷明子

1表 発掘調査実績表
追  跡  名 所  在  地 申 請 者 住 所 申 請 者 名 調査事由 調査面積 調 査 期 間

陸奥国分寺跡 木ノ下三丁目7～ 4 木ノ下三丁目16～ 16 村 上 松 男 住宅新築 ，ｍ 6月 6日 ～ 6月 11日

陸奥国分尼寺跡 白萩口丁309 範囲確認 ２ｍ 12月 1日 ～12月 26日

富 沢 追 跡 長町七丁目23～ 12 宮城野八丁目 7 石 塚 恒 夫 住宅新築
２
ｍ 5月 8日 ～ 5月 21日

郡 山 遺 跡 郡山三丁目128～ 50 郡山三丁目16～ 8 中屋敷  真 50ポ 5月 6日 ～ 5月 10日

郡山三丁目■8～ 1 郡山三丁目19～ 21 庄 子  勇 ど
ｍ 5月 6日 ～ 6月 16日

郡山六丁目231 郡山二丁目■～17 庄 子 菩 重
Ｚｍ 6月 13日 ～ 9月 12日

郡山五丁目148～ 11 五十人町 8番地 風 間 幸 孝 38ば 11月 12日 ～12月 3日

郡山四丁目228～ 12 郡山四丁目13-3 沼田権右衛門 寮 ,新築 20ポ 12月 16日 ～12月 17日



追 跡 名 追 跡 名 No 違 跡 名 遺 跡 名 No 追 跡 名
1 陸奥国分寺跡 4 猫 塚 古 墳 7 遠 見 塚 古 墳 10 宗禅寺横穴群 13 西 台 畑 追 跡

2 陸奥国分尼寺跡 5 者 林 城 跡 8 愛宕山横穴群A 1] 茂 ケ 崎 城 跡 郡 山 追 跡

3 法 領 塚 古 墳 6 南 小 泉 追 跡 9 登宕山横穴群C 富 沢 追 跡 15 封ヒ ロ 城 跡

内 ▼田‐:   
そi

I＼↓ 甑 ::ミ挙
鬱

第 1図 遺跡位置図  (・印は調査地点)



H。 発掘調査報告

〔1〕 史跡陸奥国分寺跡

1.遺跡の位置 と環境
史跡陸奥国分寺跡は国府多賀城跡から南へ約10km、 仙台駅の南東約2.5血離れた、仙台市本ノ

下にある。標高16～ 17mの この地は、広瀬川によって形成された河岸段丘最下段の下町段丘に

あたる。

周辺には、弥生時代以降の集落跡である南小泉遺跡、仙台東郊条里遺構、遠見塚古墳、法領

塚古墳などがあり、陸奥国分寺や国府多賀城に瓦を供給した台ノ原 。小田原古窯跡群が北の丘

陵地帯に広がっている。また、周辺一帯は、歌枕で著名な「宮城野」の地であり、10数年前ま

では田畑が広く残されていたが、現在は住宅が密集 してきている。

2.調 査 経 過
史跡陸奥国分寺跡は大正11年の史跡指定以来、数次にわたり調査が行なわれ、調査に基づい

た環境整備が計画的になされてきている。

今回の調査は、昭和61年 5月 7日 付で、仙台市木ノ下三丁目16-16村上松男氏より、住宅を

建築する旨の現状変更届が提出されたことによる。現状変更に該当する箇所は、史跡陸奥国分

寺跡の東南の角にあたり、同寺院跡に関連する遺構の存在が十分考えられるため、遺構確認の

調査を実施することになった。 (第 2図 )

3.発見遺構・遺物
地表から50～ 70cmの深さまで攪乱が及び、薄い黄褐色ローム、その下の礫層の地山まで達し

ている。検出された古代の遺構はなく、遺物の出土はなかった。

4。 ま と め

今回の調査では、何ら古代の遺構を検出できなかったが、もともと遺構が存在しなかったも

のか、遺構等が削平されて発見されないものかの詳細は不明である。ただ、このような状況は

国分寺跡南辺東部にみられる共通点である。

(松本清― )
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第 2図 陸奥国分寺跡と調査位置



〔2〕 史跡陸奥国分尼寺跡

1.遺跡の位置と環境
陸奥国分尼寺肋 (仙台市文化財登録番号 C-420)は 、仙台市白萩町・宮千代一丁目に所在す

る。この地点は、東北本線仙台駅の東南東約2.5飾、陸奥国分寺IItlの東600mに あたる。

標高1lm前後の本遺跡は、名取川の支流である広瀬川が形成した河岸段丘中の下町段丘縁辺

部である「宮城野海岸平野」 (註 1)の西端にあたる。また、「霞ノロ低地」 (註 2)の 最奥

部の自然堤防上に立地する。

周辺の遺跡には、陸奥国分寺や本遺跡に瓦を供給していた台ノ原・小田原窯跡群が、北方約

3血 にある。また、南方には南小泉遺跡 (弥生時代～近世)。 遠見塚古墳・法領塚古墳 (古墳

時代)な どがある。西方600mに は陸奥国分寺跡がある。

今回の調査地点は、史跡指定地の南西15m、 仙台市白萩町309(現 国分尼寺境内)に位置する

(第 3図)。
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第 3図 調査位置図



伊東信雄氏を担当者として、仙台市教育委員会が主体で実施された発掘調査により、従来から

観音塚として呼ばれてきたものが金堂と推定され (註 4)、 昭和42年 には公有化、翌43年 には

環境整備が行なわれた。整備に伴って、観音塚中央部の調査を行なった。また、昭和51年 には

推定金堂跡東隣り、昭和59年 には西隣りを発掘調査した。その結果、東隣りでは違構が検出さ

れなかったが、西隣りの調査では、掘立柱建物跡あるいは礎石立ち建物の基礎事業跡と考えら

れる違構、瓦溜めを検出している (註 5)。

国分寺、国分尼寺周辺は、昭和10年代から住宅化が進み、県道川内 。南小泉線や荒浜・原町

線の整備によって著 しく状況が変化している。その県道が国史跡指定地の北側を東西に走って

いるため、古代の遺構の観察が困難な状況にある。尼寺跡の寺域については、推定金堂跡とさ

れる観音塚を中心に、南西北を匠形に取 り囲む様に道路があり、南・西の道路は旧七郷村と旧

原町の町村界になっている。東側の推定線は不明だが、観音塚を通る推定中軸線で折り返すと

東西幅約600尺 (180～ 190m)、 南北幅約800尺 (240～ 250m)の 地割が予想される (註 6)。 今

回の調査は、この推定中軸線のすぐ東狽」、推定南辺より約100m北の位置に、土地利用や排上の

関係を考慮して、次のように調査区を設定した。東西 7m×南北 6mの A区 と、東西17m× 南

北1.5～ 3.Omの B区 を、東西壁が通るように設定し、国分尼寺内畑地の調査を昭和61年 12月 1

日より開始した。

3.基 本 層 位
調査地点は、現在も寺の畑地として利用されており、深 く耕作がおよんでいるほか、樹木の

抜根痕もかなり見うけられた。基本層位は 4層確認された。第 1、 2層は耕作土であるが、特

に 2層は天地がえし層である。第 3層は黒色系のシルト層 (旧表土)、 第 4層 は地山で、黄褐

色系のシルト層である。なお第 2、 3層 とも木根や耕作による攪乱が著しい。

4.発 見 遺 構
A区は本根による攪乱や耕作による攪乱が多く、若千のピット以外発見されず、そのピット

も規格的な配置は認められなかった。 B区東側には礫が散見される。礫の大きさは、おおよそ

直径 5～ 20cmの ものである。特に 4カ 所に集中してみられるが、掘り込み面が攪乱されており、

詳細は不明である。

5。 出 土 追 物

出土遺物は、コンテナ (テ ンバコ64)で 7箱であり、A、 B区の遺構検出面から上層で 6箱、

検出面では 1箱の割合いである。その内訳は、瓦片が大半であり、土師器、須恵器片は10数点

である。また、土師器、須恵器も大半が小破片である。瓦片中には軒丸瓦片が4点ほど含まれ

ているが、その多くは小破片であり、出土層も遺構面より上層である。

軒丸瓦 重弁蓮華文軒丸瓦が2点、宝相華文軒丸瓦 2点である。(F-2)重弁蓮華文軒丸瓦



基本眉位註記

土墳土層註記

層 位 土 色 土 性 備 考

1 OY R 3/4 暗掲色 シ  ,レ  ト 耕作土 瓦を全体に含む
2 a OY R 3/3 暗褐色 シ  ,レ   ト 天地返し層

2  b OY R 4/4 掲 色 ンルト質粘土

2 c OY R 2/3 黒褐色 ンルト質粘土

3 10Y R 2/2 黒掲色 シ,レ ト質米占土 瓦を多量に合む

4 10Y R 5/6 黄褐色 シ リレ  ト 地 山 層

層 位 土 色 土 性 備 考

75YR 2/2 黒褐色 ン,レ ト質米占土

b 75YR 2/2 黒褐色 シルト質米占土 10Y R 4/6シ ルト質粘土を極仄に合む

10Y R 2/3 黒掲色 シ,レ ト質*占土

第4図  平・断面図

7・ 8



写真 1 調査区全景

写真 2 北側断面の状況



(第 5図 4)は、 8枚の蓮弁のうち 2枚のみが残存する破片である。しかも中房の部分を欠落

しており、その制作時期を特定することはむずかしい。(F-4)宝 相華文軒丸瓦 (第 5図 3)

は、全体の 3分の 1程度しか残存していない。しかし内区周縁に珠文を欠いている状況などか

ら、陸奥国分寺跡出土瓦の分類 (註 7)に よれば、宝相華文軒丸瓦第二類になると思われる。

その他の 2点は小片であって、その詳細は不明である。

軒平瓦 軒平瓦も軒九瓦同様に遺構検出面より上層で出土し、偏行唐草文軒平瓦と重弧文軒平

瓦の 2種類である。 2種類とも完形ではないが、 (G-4)偏 行唐草文軒平瓦 (第 5図 2)は 、

同分類によれば、その唐草文と珠文から、国分寺倉」建期の第一類であろう。また、 (G-3)

重弧文軒平瓦 (第 5図 1)は 、瓦当面の沈線と顎の鋸歯文から、偏行唐草文軒平瓦と同時期で

重弧文軒平瓦の第一類とみられる。

丸瓦 粘土紐巻き作 りの玉縁付丸瓦である。凹面には布目圧痕がある。凸面は縦位の縄目痕を

横位にスリ消し (ナ デ)た ものと、縄目痕が認められず、縦位にヘラ状工具のナデ痕が見られ

るものがある。

平瓦 平瓦は、大・小の破片を取 りまぜながら多数出土している。凹面では、布目圧痕を残す

ものと布目圧痕をスリ消 し (ナ デ)た ものが出上している。布目圧痕をスリ消したもののほう

が数が多いようである。厚さは、厚いもので24mlll、 薄いもので18mmで ある。凸面の方は大きく

2種類に分けられる。 1つは縄ロタタキ痕が見られるもの、そしてもう1つは須恵器のように

平行タタキロ痕をもつものである。縄目痕は、その縄目の間隔が約 811mの ものと、約 3 mmの も

のがあり、縄の太さが異なる。縄目の太いものの方が多いようである。また縄目は、縦方向、

斜め方向、そして交差 しているタタキロ痕も見られる。平行タタキロ痕をもつ平瓦は全体の 3

分の 1程度である。そのうちタタキロの間隔の広いもの (約 7 mnl)が多く、狭いもの (約 2 mm)

は少ない。

道具瓦 隅平瓦片が 2点 と面戸付丸瓦片が 2点である。

土器 小破片が10数点ほどである。土師器は郭片が多く、内外面とも黒色処理をほどこしてい

るものが数点合まれている。その他、郷の底部を回転糸切 りで切 り離 したもの等が出土してい

る。須恵器はIThの小片が 1点 と、台付長頚壺の底部から肩までの 3分の 1程度の破片 1点が出

土してぃる。

6。 ま と め
本追跡の周辺は大部分宅地化されている。このような状況の中で遺構等の確認が年々むずか

しくなってきている。国分尼寺跡の範囲や伽藍配置も推定されるが、寺域占地と条里との関係

を含めて、さらに検討する必要があろう。また一方、推定線を発掘調査によって実証していく

ことも都市化著 しい本地区においては急務と考えられる。 (松本清―)



註 1 地学団体研究会「新版 仙台の地学」1980

註 2 経済企画庁「地形・表層地質・土じょう 仙台」1967

註 3.松本源吉・内藤政恒「陸奥国分寺」『国分寺の研究』1938

註 4.仙台市教育委員会「史跡陸奥国分尼寺跡環境整備並びに調査報告書J1969

註 5 仙台市教育委員会「仙台平野の追跡群Ⅳ～昭和59年度発掘調査報告書」1985

註 6 註 3に同じ。

註 7 伊東信雄編「陸奥国分寺跡」陸奥国分寺跡発掘調査委員会 1961
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第 5図 出土遺物拓影
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1,重弁遵華文軒九瓦  2 宝相華文軒九瓦
7.九瓦凸面】犬況  8 道具瓦 (面戸付九瓦)

3 偏行唐草文軒平瓦  4 重弧文軒平瓦
9～12 平瓦凸面状況  11 道具瓦 (隅平瓦)

写真 3 出土遺物写真



〔3〕 富 沢 遺 跡

1.追跡の位置と環境
富沢遺跡 (仙台市文化財登録番号C-301)は 、宮城県仙台市の南西部、仙台市富沢にある。

南に名取川によって形成された自然堤防、北に青葉山丘陵中の三神峯
。大年寺などを望み、東

に仙台平野、西に青葉山 。高館丘陵をもつ地域で、面積は約800,000ド である。近年、仙台市街

地周辺のベットタウン化は著しく、市の北西部及び南西部の丘陵地帯を中心に開発が行なわれ

てきたが、最近は南部及び東南部の沖積平野へも開発の手は及んできている。本追跡も最近ま

では大部分水田を中心に畑地などが多い地域であった。近年、土地区画整理事業の結果、盛土

による宅地化、高速鉄道 (地下鉄)建設が進むに伴い商業地化が進み、高速鉄道開業後はさら

に促進される地区である。歴史的環境では、山田上ノ台遺跡・北前遺跡といった後期旧石器時

代の追跡を西の丘陵比帯にもち、同丘陵地帯には、既述の二遺跡の他三神峰追跡、人来田追跡

等が、南には六反田遺跡などの縄文時代の遺跡がある。弥生時代の追跡の南小泉遺跡・西台畑

追跡が北東にある。また、南南東には、安久東追跡、南には、雷榊山古墳などの追跡がある。

加えてこの追跡近辺では、下ノ内遺跡から縄文中期末葉の住居跡・伊古田遺跡では後期の大型

土偶などが出土している。また、裏町古墳からは埴輪などが出土している。中世では富沢館跡、

醜
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第 6図 調査位置図



。近世では茂ケ崎城跡がある。

2.調 査 に至 る経過
地区は富沢遺助の中央部よりやや北東より、仙台市長町 7丁目23～ 12に ある (第 6図 )。  こ
の位置は、国鉄長町駅の西南1.lkmに あたる。昭和60年 12月 12日付で、仙台市宮城野 8丁 目7番

の石塚恒夫氏より富沢遺跡の発掘届が提出された。申請地が富沢遺跡に位置し、東南側にほぼ

隣接する地区の調査で、中世・平安時代及びそれ以前の水田跡が検出されていたことなどから、

遺跡の範囲確認を目的とした発掘調査を実施することで申請者の承諾を得、同年 5月 8日 から

調査を実施した。調査区は敷地西側に2.5mX 7mの 南北に長い形とし、盛土排土後は西壁に土

層観察と排水を兼ねたトレンチを幅30cmで設定した。

3.基 本 層 位
この地点は、近年水田に盛土をした住宅地のため、盛土が60～ 90cmも ある。その下に 5層確

認された。第 1層は旧水田耕作土とその床土から成る粘土層である。 2層 も粘土層であるが、

2層 からは灰自色火山灰を帯状に検出している。 3層、 5層 には植物遺体を多く合む。 4層 に

は、酸化鉄の集積が帯状に見られる。

4.発見遺構 と遺物
今回の調査では、 3層上面で濤跡を検出した。尚、調査区が狭いため、その用途は不明であ

る。

第 3層検出濤跡。第 3層上面で、濤跡のプランが確認されたため確認を行なった。東西方向

にN-46° 一W、 上端幅1.3m、 下端幅0.25mを 計る。平面形はやや弧状であり、堆積土は単層で

上層の 2a層 である。深さは、38cmで あり出土遺物はない。 2b層 に灰白色火山灰粒 (径 l cm

前後)が含まれており、下層のこの濤は、平安時代と同時期か古いものと考えられる。しかし

出土遺物がないため、その時代決定は不明である。

5。 ま と め
今回の調査は、富沢遺跡の範囲確認を目的として実施 した。調査面積等の制約もあり、水田

跡の区画、形状等は確認されなかった。しかし、高速鉄道関係追跡の調査で水田跡を検出して

おり、同類の土壌とおもわれるものも確認されたので、その広がりも確認できた。また、 4層

面で酸化鉄の集積が認められることから、この上層には、水田跡があったと思われる。

富沢追跡の発掘調査も30カ所以上になり、重層構造を成す水田跡が存在するのは確実である。

来年度以降も調査作数の増加が予想される。これまでの各調査地点の成果を一括して整理、統

合し今後の資料とすることを必要と感ずる。

(松本清― )
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〔4〕 郡 山 遺 跡

郡山遺跡は国鉄長町駅東側で、広瀬川と名取川に囲まれたところに位置している。睦奥国府

多賀城が造営される前の官衛及び寺院跡が発見されており、年代は 7世紀末～ 8世紀初期が考

えられている。今回はこの追跡中で 5件の建築に伴う調査を実施したので、以下でその略報を

行ない、詳細は「郡山追跡Ⅶ」で報告したい。

1.第 60次調査
方四町Ⅱ期官衛の中央部、中軸線の直ぐ東側に位置し、官衛の中央部分に関する遺構の存在

が予想された。ここに住宅の新築が予定されたため、緊急調査を実施 した。その結果、掘立柱

建物跡 1棟が発見された。

2.第 61次調査
方四町Ⅱ期官衡中央北寄りの地区で、昭和57年度第24次調査 C区の北側に隣接している。 1

期・Ⅱ期官衛の内部区画の塀跡や建物跡等の存在が予想された。ここに共同住宅の新築が予定

されたため、緊急調査を実施 した。その結果、 I期官衛の材木列による塀跡、竪丈住居跡、Ⅱ

期官衡の一本柱夢」による塀跡、濤跡、掘立柱建物跡などが発見された。

3.第 62次調査

寺院推定域内の北西地区にあたり、寺院中枢に関わる遺構の存在が予想された。ここに住宅

の新築が予定されたため、緊急調査を実施した。その結果、寺院中枢を取り囲むと考えられる

材木塀、塀に付設された門跡を発見し、寺院中枢域を推定する大きな成果を得た。

4.第 66次調査

寺院推定域のほぼ中央部、推定中軸線の直ぐ西側に位置するところであり、主要な伽藍の存

在が予想された。ここに住宅の新築が予定されたため、緊急調査を実施 した。その結果、南北

方向の濤跡 2条、濤状遺構 1条が発見され、濤跡からは軒丸瓦 7点を合む瓦が多量に出土した。

建物跡の存在を直接示す遺構の発見はなかった。

5。 第67次調査

方四町Ⅱ期官衛の東辺中央より約90m外にあたる。ここに共同住宅新築が計画されたため緊

急調査を実施 した。郡山遺跡の官衛跡関連より、隣接する北目城跡に関係する遺構の存在が予

想される箇所であったが、遺構は発見されなかった。

(結城慎―・木村浩二 。松本清―)
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第 8図 郡山遺跡と調査位置
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